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次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２１年１２月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 １２月は１１月に引き続き、体験館の企画展を開催し、各種イベントを実施した。企画展への集客を図るため、

テレビ番組での PR なども行った。 

 また、来年度むつ市にキャンパスができる青森大学の清川教授と顔合わせを行い、月末には青森大学観光文化

研究センター長である佐々木教授によるイグルーマイスター育成講座に参加した。 

 

（主な活動） 

◇１２月４日（土）、５日（日） 冬の企画展イベント「タッチプール」 

         １１日（土） 冬の企画展イベント「ハーバリウムライト作り体験」 

 １１月２８日（日）～１２月１１日（土）に、むつ市海と森ふれあい体験館冬の企画展「We ♡ Kawauchi ～

シーグラスランプと川内町再発見～」を開催した。青森県教育委員会の若者育成事業の一環として行ったもので、

田名部高校の生徒と地域の方々とともに展示内容を考えた。 

 ４日（土）、５日（日）には、企画展のイベントとして、陸奥湾に棲む生き物に触れるタッチプールを開催した。

川内漁業協同組合にご協力いただき、ホタテやナマコ、ホヤやウニなど、普段私たちが口にするような生き物を

展示し、海への理解を深めた。親子連れなども多く来館し、初めて触るナマコに興味津々だった。 

 １１日（土）には、ハーバリウムライト作り体験を実施。先着１５名としたところ、午前中で定員に達する盛

況ぶりだった。 

 

     

     



◇１２月２５日（土）、２６日（日） イグルーマイスター育成講座 

 日本一の降雪量を誇る青森県の酸ヶ湯で開催された講座に参加した。１日目の午前中は座学で、イグルーの構

造や作り方を学び、午後から２日目にかけて実際にイグルーの作成を行った。 

 イグルーは雪を踏み固めるところから始まり、それを切り出し、積み上げていくことで形づくられていく。２

日間の講座を通して、一通りの作り方を覚えることができたので、体験館でもイベントとして実施したい。 

     

 

２．翌月の活動予定 

 現状、決まったイベント等は無いが、イグルーづくりやスノーシュー体験等を実施したい。 


